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(57)【要約】
【課題】　薄肉鉄板に抜孔加工して網目を形成した網目
パネルを用い、且つその組立てに工夫を凝らし、新規な
金属製網目パネル構造物を提供することにある。
【解決手段】　金属製網目パネル１と開閉部パネル９を
用いて立体的に組立構成するものであり、網目パネルは
、薄肉鉄板２の外周部２ａを除く内側に透穴２１の打ち
抜き加工による網目２２を設け、鉄板外周部によって網
目を取り囲む額縁２３を形成し、額縁に非連結部３と隣
接パネル１’に対する連結部４とを選択的に備え、組立
時に網目パネルの連結部と隣接パネルを接合し、その接
合部を連結具７にて固定し、収納物の投入側に開閉部パ
ネルを備え、収容室Ｑに収納物を出し入れし得るように
したことを特徴とする。
　薄肉鉄板の板厚さｔとして採用しえる範囲は３０ｍｍ
～０．３ｍｍであり、この薄肉鉄板から形成した網目パ
ネルに防錆加工を施している。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属製の網目パネル（１）と収納物の開閉部パネル（９）とを用いて立体的に組立構成
するものであり、
網目パネル（１）は、薄肉鉄板（２）の外周部（２ａ）を除く内側に抜穴（２１）の打ち
抜き加工による網目（２２）を設け、鉄板外周部（２ａ）によって網目（２２）を取り囲
む額縁（２３）を形成し、
額縁（２３）の側縁に非連結部（３）と隣接パネル（１’）に対する連結部（４）とを選
択的に備え、
組立時に網目パネル（１）の連結部（４）を隣接パネル（１’）及び開閉部パネル（９）
に接合し、その接合部を連結具（４０）にて固定し、
開閉部パネル（９）に連通する収納物の収容室（Ｑ）を備えていることを特徴とする金属
製網目パネル構造物。
【請求項２】
　薄肉鉄板（２）の板厚さ（ｔ）として採用しえる範囲は３０ｍｍ～０．１ｍｍ、望まし
い範囲は１４ｍｍ～０．２ｍｍ、最適な範囲は１０ｍｍ～０．３ｍｍであり、
この薄肉鉄板（２）から形成した網目パネル（１）に防錆加工を施していることを特徴と
する請求項１記載の金属製網目パネル構造物。
【請求項３】
　網目パネル（１）の非連結部（３）は、薄肉鉄板（２）の側縁の角部を削り取った面取
り（３ａ）と、薄肉鉄板（２）の側端部を折り曲げた屈曲片（３ｂ）と、薄肉鉄板（２）
の側端部を折り返した折返し片（３ｃ）の何れかであり、
　連結部（４）は、鉄板外周部（２ａ）より側方に延設する延長片（４ａ）と、鉄板外周
部（２ａ）の先端部から直角に屈折する補強片（４ｂ）の何れかであり、
鉄板外周部（２ａ）と補強片（４ｂ）とでＬ字状のアングル（６）を形成していることを
特徴とする請求項１又は２記載の金属製網目パネル構造物。
【請求項４】
　開閉部パネル（９）は、上横枠材（９ａ）と下横枠材（９ｂ）の左右に縦枠材（９ｃ，
９ｄ）を備えた矩形枠体（９０）と、上下横枠材（９ａ，９ｂ）の間に柱材（９３）を備
え、柱材（９３）の左右に袖パネル（１９）を備えた袖付き枠体（９１）、及び上下横枠
材（９ａ，９ｂ）の間に柱材（９３）を備え、柱材（９３）の左右に袖空間（Ｋ）を備え
た袖開放枠体（９２）から成り、
それらの枠体に複数の柱材（９３）や上下横枠材（９ａ，９ｂ）と平行する横残（９４）
等を選択的に備え、開口部（Ｈ）や小開口部（ｈ）を形成していることを特徴とする請求
項１，２または３記載の金属製網目パネル構造物。
【請求項５】
　網目パネル（１）から成る天面パネル（１１）、底面パネル（１２）、正面パネル（１
３）、背面パネル（１４）、左側面パネル（１５）、右側面パネル（１６）の内、天面パ
ネル（１１）または正面パネル（１３）の代わりに開閉部パネル（９）を用いて構成する
箱型金属製網目パネル構造物（Ｐ１）であり、
底面パネル（１２）の左右に側面パネル（１５，１６）を相対設し、相対する左右側面パ
ネル（１５，１６）間の後側に背面パネル（１４）を、上側に天面パネル（１１）を取付
ける一方、
前側に正面パネル（１３）を取付けるか、前側と上側の何れか一方に開閉部パネル（９）
を取付け、開閉部パネル（９）の開口部（Ｈ）に網目扉（１９）を備えていることを特徴
とする請求項１，２，３または４記載の金属製網目パネル構造物。
【請求項６】
　請求項５記載の金属製網目パネル構造物において、左右側面パネル（１５，１６）の代
わりに側面視台形側面パネル（１５ａ，１６ａ）を、天面パネル（１１）の代わりに小幅
天面パネル（１１ａ）を用いて構成する台型金属製網目パネル構造物（Ｐ２）であり、
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台形側面パネル（１５ａ，１６ａ）は、上面幅（ｒ１）が下面幅（ｒ２）より狭い短幅上
額部（１ａａ）を用い、その短幅上額部（１ａａ）と下額部（１ｂ）の前縁間に前額部（
１ｃ）を傾斜状態で備え、
小幅天面パネル（１１ａ）は上面幅（ｒ１）を短幅上額部と同幅に形成し、
底面パネル（１２）と小幅天面パネル（１１ａ）の前縁間に開閉部パネル（９）を取付け
ると共に、該開閉部パネル（９）の左右端部を台形側面パネル（１５ａ，１６ａ）の傾斜
状態にある前額部（１ｃ，１ｃ）に各々取付け、開閉部パネル（９）が正面より後方向き
に傾斜していることを特徴とする金属製網目パネル構造物。
【請求項７】
　請求項６記載の金属製網目パネル構造物において、台形側面パネル（１５ａ，１６ａ）
の代わりに側面視切欠側面パネル（１５ｂ，１６ｂ）を用いて構成する切欠型金属製網目
パネル構造物（Ｐ３）であり、
切欠側面パネル（１５ｂ，１６ｂ）は、上面幅（ｒ１）が下面幅（ｒ２）より狭い短幅上
額部（１ａａ）と、後額部（１ｄ）のパネル高さ（Ｔ）より低い短前額部（１ｃｃ）と、
短前額部（１ｃｃ）の上端と短幅上額部（１ａａ）の前端間に跨る傾斜額部（１ｅ）とを
備え、前側上部を斜めに切落した形状を成し、
左右に相対する切欠側面パネル（１５ｂ，１６ｂ）の短幅上額部（１ａａ，１ａａ）間に
上面幅（ｒ１）に合わせて形成した小幅天面パネル（１１ａ）を、また短前額部（１ｃｃ
，１ｃｃ）間に、短前額部（１ｃｃ）の高さに合致する小幅正面パネル（１３ａ）と開閉
部パネル（９）の何れか一方を取付け、
小幅天面パネル（１１ａ）と開閉部パネル（９）の間、又は小幅天面パネル（１１ａ）と
小幅正面パネル（１３ａ）の間に開放口（Ｗ）を形成し、
該開放口（Ｗ）に斜面パネル（１７）と網目扉（１９）の少なくとも一方を備えているこ
とを特徴とする金属製網目パネル構造物。
【請求項８】
　網目パネル（１）から成る接地用パネル（１８）を少なくとも前後または左右に用いて
構成する底上げ型金属製網目パネル構造物（Ｐ４）であり、
接地用パネル（１８）は、網目パネル（１）の少なくとも前後額部（１ｃ，１ｄ）がアン
グル（６）を成し、そのアングル（６）を下方に延長して脚部（２６）と成すか、アング
ル（６）の下に別途アングル材（３６）を溶接して脚部（２６）と成し、脚部（２６）の
下端に接地板（２７）を備え、設置状態において底面パネル（１２）が設置面より浮上し
、
収容室（Ｑ）より下側に通気路（Ｕ）を形成していることを特徴とする請求項１～７のう
ちの１に記載の金属製網目パネル構造物。
【請求項９】
　網目パネル（１）は任意位置に補強部（５）を備え、
この補強部（５）は、鉄板外周部（２ａ）の相対向間の適宜幅に対する抜穴（２１）の打
ち抜きを省いて設ける帯状部（５ａ）と、
その帯状部（５ａ）と鉄板外周部（２ａ）に凹凸加工して設ける突条リブ（５ｂ）の何れ
かであることを特徴とする請求項１～８のうちの１に記載の金属製網目パネル構造物。
【請求項１０】
　網目パネル（１）は、網目（２２）の形成範囲内の一部に文字や図形等から成る表示部
（８）を備えていることを特徴とする請求項１～９のうちの１に記載の金属製網目パネル
構造物。
【請求項１１】
　少なくとも天面パネル（１１）の上に金属製板パネル（３０）を備える野外用金属製網
目パネル構造物（Ｐ５）であり、
金属製板パネル（３０）は、これを載置する網目パネル（１）の大きさに略等しく、且つ
網目パネル（１）に対する固定部（３１）を備え、
網目パネル（１）の上に載置して抜穴（２１）を塞いでいることを特徴とする請求項１～
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１０のうちの１に記載の金属製網目パネル構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金属製の網目パネルを用いて組立て構成する構造物であって、詳しくは、複
数の網目パネルを用いて箱型、台形、切欠型、底上げ型等に組立構成するものである。
【背景技術】
【０００２】
　周知の金網は、縦線と横線を交差し、その交差部を溶接にて固着するか、縦線と横線を
網状にしたものである。（特許文献１．２・３参照。）
　上記の金網を用いた金属製網目パネル(以下、網目パネルとする。)は、金属製の板材を
用いて枠体を構成し、その枠体に金網を重ね、金網を構成する針金の先端部を枠体に溶着
するか、コ字形材の開口側を一方向に向けて枠体を構成し、コ字形材の開口部内に金網を
構成する針金の先端部を挿入係止していた。
　前者網目パネルにあっては、金網の網目が小さくなるほど、また、枠体が大きくなるほ
ど、多くの針金先端部を枠体に溶着する必要がある。
　後者網目パネルにあっては、上部材の取付けを省いて枠体を構成し、その縦部材の開口
部に沿って金網を挿入係止した後、最後に上部材を取付ける必要があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公平３－２３４８号公報
【特許文献２】実公平４－５５１５１号公報
【特許文献３】実用新案登録第２５２０９７６号公報
【特許文献４】実用新案登録第２５７４４５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前者網目パネルにあっては、枠体に対する金網の溶着に多く手数が必要なため、生産コ
ストが高くなるし、量産化も困難であるなどの問題点があった。また、屋外で使用する網
目パネルにあっては、溶接部分から錆びが発生し、金網の一部が枠体から離反する問題点
もあったし、枠体に金網の針金先端部を順に溶着した場合、溶着熱により枠体が変形する
場合もあった。
　後者網目パネルにあっては、枠体にコ字形材を用いるため、枠体のコストが高くなるし
、最後に上部材の取付けるため、枠体の組立が歪む問題点があるばかりか、金網はコ字形
材の開口部に挿入係止するのみであるから、金網が風圧や振動によってガタついたり、離
脱する問題点もあった。
　出願人は、従来の網目パネルによる問題点の改善をめざし、研究を進めた結果、薄肉鉄
板に抜孔加工を施し、抜孔により網目を形成した網目パネルを用いることと、その組立て
に工夫を凝らし、新規な金属製網目パネル構造物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明の金属製網目パネル構造物（以下、網目構造物とす
る。）は、請求項１として、金属製の網目パネルと収納物の開閉部パネルとを用いて立体
的に組立構成するものであり、網目パネルは薄肉鉄板の外周部を除く内側に抜穴の打ち抜
き加工による網目を設け、鉄板外周部によって網目を取り囲む額縁を形成し、額縁の側縁
に非連結部と隣接パネルに対する連結部とを選択的に備え、組立時に網目パネルの連結部
を隣接パネル及び開閉部パネルに接合し、その接合部を連結具にて固定し、開閉部パネル
に連通する収納物の収容室を備えていることを特徴とする。
　請求項２は、請求項１記載の網目構造物において、薄肉鉄板の板厚さとして採用しえる
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範囲は３０ｍｍ～０．３ｍｍ、望ましい範囲は１４ｍｍ～０．４ｍｍ、最適な範囲は１０
ｍｍ～０．５ｍｍであり、この薄肉鉄板から形成した網目パネルに防錆加工を施している
ことを特徴とする。
　請求項３は、請求項１又は２記載の網目構造物において、網目パネルの非連結部は、薄
肉鉄板の側縁の角部を削り取った面取りと、薄肉鉄板の側端部を折り曲げた屈曲片と、薄
肉鉄板の側端部を折り返した折返し片の何れかであり、連結部は、鉄板外周部より側方に
延設する延長片と、鉄板外周部の先端部から直角に屈折する補強片の何れかであり、鉄板
外周部と補強片とでＬ字状のアングルを形成していることを特徴とする。
【０００６】
　ここで網目構造物とは、網目パネルを複数体用いて組み立て構成する構造部を言い、例
えば、廃棄物の集積箱、集積箱ステーション、小動物の囲（サークル）等を言う。
　ここで網目パネルとは、網目構造物の構成に合わせて形成するもので、主に正方形、矩
形を成すが、台形、多角形（三角～８角形）を成す場合もある。
　ここで薄肉鉄板とは、板厚さは３０ｍｍ～０．３ｍｍ、最適な範囲は１０ｍｍ～０．５
ｍｍの平板状金属板を言い、網目パネルの大きさや用途に応じて切断するものを言う。
　ここで抜穴とは、薄肉鉄板に穿設する貫通孔を言い、その形状として、矩形、菱形、台
形、三角形、六角形、多角形、円形、楕円形、円弧等であり、網目とは、抜穴の形状と配
置によって網模様が変化するものを言い、網目の額縁とは、網目を取り囲んでいる鉄板外
周部を言う。
　ここで非連結部とは、矩形状を成す網目パネルにあっては、長手方向の前後縁、或いは
長手方向の左右縁に設けるものであり、切断面によって身体や器物を傷付けないようにす
る部位を言い、連結部とは、矩形状を成す網目パネルにあっては、長手方向の左右側縁か
ら外側に突設する延長片と、鉄板外周部の先端部から直角に屈折する補強片を言い、必要
に応じて鉄板外周部と延長片に連結孔を穿設する。
　ここで接合部とは、連結部の延長片を隣接パネルのアングルに重ねたり、連結部のアン
グルと隣接パネルのアングルを接合させることを言う。
　ここで防錆加工とは、網目パネルに対する塗料の吹きつけ、塗料層へのどぶ付け、或い
は電気メッキ等による錆止めを言う。
【０００７】
　請求項４は、請求項１，２，３記載の網目構造物において、開閉部パネルは、上横枠材
と下横枠材の左右に縦枠材を備えた矩形枠体、又は上下横枠材の間に柱材を備え、柱材の
左右に袖パネルを備えた袖付き枠体、上下横枠材の間に柱材を備え、柱材の左右に袖空間
を備えた袖開放枠体において、複数の柱材、或いは上下横枠材と平行する横残等を選択的
に備え、開口部や小開口部を形成し、両開口部の少なくとも１つに網目パネルから成る網
目扉を備えていることを特徴とする。
　請求項５は、請求項１，２，３，４記載の網目構造物は、網目パネルから成る天面パネ
ル、底面パネル、正面パネル、背面パネル、左側面パネル、右側面パネルの内、天面パネ
ルまたは正面パネルの代わりに開閉部パネルを用いて構成する箱型網目構造物であり、底
面パネルの左右に側面パネルを相対設し、相対する左右側面パネル間の後側に背面パネル
を取付ける一方、上側に天面パネルを、前側に開閉部パネルを取付けるか、反対に前側に
正面パネルを、上側に開閉部パネルを取付け、開閉部パネルの開口部に網目扉を備えてい
ることを特徴とする。
【０００８】
　ここで開閉部パネルとは、網目構造物に対する収納物（商品や物品、或いは廃棄物等を
出し入れする窓口を言い、矩形枠体とは、縦枠材と横枠材にて開口部を形成する矩形状の
枠体で、枠体内に縦枠材と平行する柱材を備え、柱材の左右に開口部を形成するものも含
まれる。
　袖付き枠体とは、上下横枠材の左右に柱材を備え、柱材間に開口部を、左柱材より左側
と右柱材より右側に袖パネルを備えるものを言い、袖開放枠体とは、上下横枠材の左右に
柱材を備え、柱材間に開口部を、左柱材より左側と右柱材より右側に袖空間を備えるもの
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を言う。
　矩形枠体と袖付き枠体、及び袖開放枠体は、柱材間に横枠材と平行する横桟を、更に上
横枠材と横桟の間に縦桟を備え、横桟の上下や縦桟の左右に小開口部を備えることもある
。
　ここで開口部および小開口部とは、商品や物品、或いは廃棄物等の出し入れ口を言い、
開放口とは、収容室の上部側において開口している範囲を言い、網目パネルを取付けにて
塞ぐか、網目扉を取付けて出入り口とするものである。
【０００９】
　請求項６は、請求項５記載の網目構造物において、左右側面パネルの代わりに側面視台
形側面パネルを、天面パネルの代わりに小幅天面パネルを用いて構成する台型網目構造物
であり、台形側面パネルは、上面幅が下面幅より狭い短幅上額部を用い、その短幅上額部
と下額部の前縁間に前額部を傾斜状態で備え、小幅天面パネルはパネル幅を短幅上額部と
同幅に形成し、底面パネルと小幅天面パネルの前縁間に開閉部パネルを取付けると共に、
該開閉部パネルの左右端部を台形側面パネルの傾斜状態にある前額部に各々取付け、開閉
部パネルが正面より後方向きに傾斜していることを特徴とする。
　請求項７は、請求項６記載の網目構造物において、台形側面パネルの代わりに側面視切
欠側面パネルを用いて構成する切欠型網目構造物であり、切欠側面パネルは、上面幅が下
面幅より狭い短幅上額部と、後額部のパネル高さより低い短前額部と、短前額部の上端と
短幅上額部の前端間に跨る傾斜額部とを備え、前側上部を斜めに切落した形状を成し、左
右に相対する切欠側面パネルの短幅上額部間に上面幅に合わせて形成した小幅天面パネル
を、また短前額部間に、短前額部の高さに合致する小幅正面パネルと開閉部パネルの何れ
か一方を取付け、小幅天面パネルと開閉部パネルの間、又は小幅天面パネルと小幅正面パ
ネルの間に開放口を形成し、該開放口に斜面パネルと網目扉の少なくとも一方を備えてい
ることを特徴とする。
【００１０】
　ここで箱型網目構造物とは、少なくとも一面に開閉部パネルを用い、残りを網目パネル
にて構成し、収容室を形成するものを言い、台型網目構造物とは、台形側面パネルと短幅
天面パネルを用いて収容室を形成するものを言い、切欠網目構造物とは、切欠側面パネル
と短幅天面パネルを用いて収容室を形成するものを言う。
　ここで網目扉とは、開口部に蝶板等を用いて開閉揺動可能に取り付ける扉を言い、連結
具とは、例えば周知のボルト、ナットを言うが、網目パネルの連結部と隣接パネルの接合
部を固定し得るものであれば自由であるし、溶接を用いて一体化することも可能である。
　ここで台形側面パネルと切欠側面パネルにおける短幅上額部の上面幅とは、下額部の下
面幅の１／２～１／４程度を言い、切欠側面パネルにおける短前額部とは、網目パネルの
パネル高さの１／４～３／４程度を言う。
　ここで斜面パネルとは、網目パネルをそのまま斜面パネルとして用いることも可能であ
るから、詳細な構造は省略する。
【００１１】
　請求項８は、請求項１～７のうちの１に記載の網目構造物は、網目パネルから成る接地
用パネルを少なくとも前後または左右に用いて構成する底上げ型網目構造物であり、接地
用パネルは網目パネルの少なくとも前後額部がアングルを成し、そのアングルを下方に延
長して脚部と成すか、アングルの下に別途アングル材を溶接して脚部と成し、脚部の下端
に接地板を備え、設置状態において底面パネルが設置面より浮上し、収容室より下側に通
気路を形成していることを特徴とする。
　請求項９は、請求項１～８のうちの１に記載の網目構造物において、網目パネルは任意
位置に補強部を備え、この補強部は、鉄板外周部の相対向間の適宜幅に対する抜穴の打ち
抜きを省いて設ける帯状部と、その帯状部と鉄板外周部に凹凸加工して設ける突条リブの
何れかであることを特徴とする。
　請求項１０は、請求項１～９のうちの１に記載の網目構造物において、網目パネルは、
額縁より内側で、網目の形成範囲内の一部に文字や図形等から成る表示部を備えているこ
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とを特徴とする。
　請求項１１は、請求項１～１０のうちの１に記載の網目構造物において、少なくとも天
面パネルの上に金属製板パネルを備える野外用網目構造物であり、金属製板パネルは、こ
れを載置する網目パネルの大きさに略等しく、且つ網目パネルに対する固定部を備え、網
目パネルの上に載置して抜穴を塞いでいることを特徴とする。
【００１２】
　ここで接地用パネルとは、網目パネルのアングルを下方に延長して脚部と成すか、アン
グルの下に別途アングル材を溶接して脚部と成すものを言い、接地板とは、脚部の下端に
備えるもので、脚部の下端より下側に補強片と鉄板外周部の何れかを延長し、これを水平
に屈折したものであるが、接地板を別途に形成し、脚部に溶接して一体化することも可能
である。
　ここで底上げ型網目構造物とは、接地用パネルを少なくとも正背面、又は左右側面の二
面に用いることで、収容室より下側に通気路を形成するものを言い、
　ここで補強部とは、抜穴の打ち抜きを省き、鉄板外周部の相対向間に設ける網目のない
帯状部と、その帯状部と鉄板外周部の一部に設ける凹凸状の突状リブを言う。
　ここで表示部とは、網目構造物の所有者、設置者等を示す文字や図柄、或いは網目構造
物の使用目的を表す文字や図柄等、表現できるものであれば自由である。
　ここで野外用網目構造物とは、網目パネルから構成する網目構造物の上に雨の侵入を防
ぐ金属製板パネルを備えるものを言い、金属製板パネルとは、平板状の金属板を言い、主
に天面パネルや斜面パネルの上に重ねて用いるものを言う。
　ここで収容室とは、各種の商品や物品、或いは廃棄物等を一次的に格納する空間を言い
、通気路とは、空気の通過が可能な空間、即ち、風通しの良い空間を言う。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明による金属製網目パネル構造物（以下、網目構造物とする。）は上記のとおりで
あるから、次に記載する効果を奏する。
　請求項１の網目構造物は、金属製の網目パネルと収納物の開閉部パネルを用いて立体的
に組立構成するものであるから、収納物（各種の商品や器物、或いは廃棄物等）の収容室
を簡単に構成し得るばかりか、動物用の柵等にも応用し得る。
　特に、網目パネルの網目は、鉄板外周部を除く範囲に抜穴を打ち抜き加工して形成する
ものであるから、面倒な溶接作業が全く不要になる。即ち、プレス加工にて網目パネルを
一瞬に形成し得るので、枠材に金網を溶接する従来網目パネルに比較して、設計寸法通り
、正確に且つ簡単に形成し得るばかりか、安価に提供し得る。更に、網目の外側を鉄板外
周部による額縁で取り囲むため、外観が綺麗である。
【００１４】
　請求項２の網目構造物は、請求項１の特徴に加えて、網目パネルの材料である薄肉鉄板
として鉄板厚さ１０ｍｍ～０．５ｍｍの平板状金属板を用いるので、抜穴の打ち抜き加工
は勿論、請求項３におけるアングルの形成、請求項９における補強部の形成、請求項１０
における表示部の形成も容易である。
　尚、抜穴の打ち抜き加工にて発生した打ち抜き片は、回収して溶解し、再利用し得る。
　請求項３の網目構造物は、請求項１，２の特徴に加えて、網目パネルは連結部を除く側
縁に非連結部を備えているので、網目パネルを直接手指で把握しても、手指の損傷を防ぐ
ことができる。また、網目パネルの前後縁、或いは左右縁に連結部を備えているので、隣
接網目パネルと強く簡単に組立てることができる。しかも、連結部と非連結部は、網目の
形成時、即ち、抜穴の打ち抜き加工時に設けることができて、網目パネルと一体を成すの
で、量産化に適し、安価に提供し得るばかりか、組立て時の取扱も極めて容易になる。
【００１５】
　請求項４の網目構造物は、請求項１，２，３の特徴に加えて、網目構造物の開閉部パネ
ルは開口部を備えているので、該開口部に網目扉を取付け、網目扉を開閉して収容室に収
納物を簡単に出し入れし得る。しかも、開閉部パネルは網目構造物の大きさや使用目的に



(8) JP 2017-124401 A 2017.7.20

10

20

30

40

50

応じて構成することができるばかりか、枠体に対する柱材の配置によって、任意大きさの
開口部を形成し得るし、更に、柱材間に取付ける横桟等により、小開口部を形成すること
も可能である。
　請求項５の網目構造物は、請求項１，２，３，４の特徴に加えて、正面側に開閉部パネ
ルを備えた網目パネルから成る箱型網目構造物にあっては、正面側の開閉部パネルから簡
単に収容室に収納物を出し入れし得る。また、上面側に開閉部パネルを備える箱型網目構
造物にあっては、上側から簡単に収容室に収納物を出し入れし得る。しかも、開閉部パネ
ルを除いて網目パネルにて組立て構成しえるため、製造が容易で安価に提供し得る。
　請求項６の網目構造物は、請求項５の特徴に加えて、左右側面パネルの代わりに側面視
台形側面パネルを、天面パネルの代わりに小幅天面パネルを用いる台型網目構造物である
から、開閉部パネルを底面パネルと小幅天面パネルの前縁間に取付け、開閉部パネルを正
面より後方向きに傾斜することができる。その結果、正面より後方向きに傾斜する開閉部
パネルの網目扉を開閉して、簡単に収容室に商品や器物を出し入れし得る。
【００１６】
　請求項７の網目構造物は、請求項６の特徴に加えて、台形側面パネルの代わりに側面視
切欠側面パネルを用いる切欠型網目構造物であるから、
短前額部間に小幅正面パネルと開閉部パネルの何れか一方を取付け、小幅天面パネルと開
閉部パネルの間、又は小幅天面パネルと小幅正面パネルの間に開放口を形成し、該開放口
に斜面パネルと網目扉の少なくとも一方を備えることが可能になる。しかも開放口が切欠
側面パネルの傾斜額部に平行しているので、その開閉部パネルに設けた網目扉を開閉して
、簡単に収容室に収納物を出し入れし得る。
　請求項８の網目構造物は、請求項１～７記載の内の１の特徴に加えて、網目パネルとし
てアングルの下に脚部を備えた接地用パネルを用いるので、これを少なくとも正背面、又
は左右側面に用いて底上げ型網目構造を構成することができる。
即ち、底面パネルが設置面より高く、収容室の下側に通気路を形成する底上げ型網目構造
を提供し得る。その結果、収納物の水切りも向上するし、収納物の腐敗防止にも役立つ。
【００１７】
　請求項９の網目構造物は、請求項１～８記載の内の１の特徴に加えて、網目パネルの任
意位置に補強部を備えるので、パネル高さやパネル長さの大きな網目パネルも提供し得る
。しかも、補強部の帯状部は鉄板外周部の相対向間の適宜幅に対する抜穴の打ち抜きを省
いて設けるものであるし、突条リブは帯状部と鉄板外周部の一部に凹凸加工して設けるも
のであるから、網目の成形時に同時に設けることができる。その結果、補強部の形成が著
しく簡単容易である。
　請求項１０の網目構造物は、請求項１～９記載の内の１の特徴に加えて、網目の一部に
表示部を備えているので、表示部によって網目構造物の所有者や設置者、或いは網目構造
物の使用目的等を自由に示すことができる。
　請求項１１の網目構造物は、請求項１～１０記載の内の１の特徴に加えて、網目パネル
から成る天面パネルや斜面パネルの上に金属製板パネルを備える野外用網目構造物である
から、網目パネルの抜穴を金属製板パネルで塞ぐことができる。その結果、雨の降る野外
での使用に有益である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明による金属製網目パネル構造物（以下、網目構造物とする。）の基本形態
を示す分解斜視図である。
【図２】基本形態の組立状態を示す斜視図である。
【図３】薄肉鉄板に対する透穴の加工例を示す一部切欠正面図である。
【図４】金属製網目パネル（以下、網目パネルとする。）の斜視図である。
【図５】網目パネルの延長片連結部の形状例を示す斜視図（イ）と、そのＸ線輪郭部の補
強片連結部を示す斜視図（ロ）である。
【図６】網目パネルの非連結部の形状例を示す要部斜視図で、（イ）は面取りを、（ロ）
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は屈曲片を、（Ｃ）は折り返し片を示す。
【図７】本発明による第二実施例の台形網目構造物を示す斜視図である。
【図８】台形側面パネルの側面図である。
【図９】本発明による第三実施例の切欠型網目構造物を示す斜視図である。
【図１０】本発明による切欠型網目構造物と底上げ型網目構造物を示す斜視図である。
【図１１】切欠台形側面パネルの側面図である。
【図１２】台形側面接地用パネル（イ）と切欠台形側面接地用パネル（ロ）の側面図であ
る。
【図１３】（イ）（ロ）は、接地板の形成例を示すアングルの要部斜視図である。
【図１４】網目パネルの補強部を示す要部斜視図で、（イ）は帯状部を、（ロ）は突条リ
ブを示す。
【図１５】表示部を備えた網目パネルの要部正面図である。
【図１６】（イ）（ロ）は、金属製板パネルの形状例を示す斜視図である。
【図１７】開閉部パネルの矩形枠体例（イ）（ロ）と袖付き枠体例（ハ）を示す正面図で
ある。
【図１８】（イ）（ロ）は、開閉部パネルの袖開放枠体例を示す正面図である。
【図１９】（イ）（ロ）は、開閉部パネルの袖開放枠体例を示す正面図である。
【図２０】（イ）（ロ）は、袖パネルの形状例を示す正面図である。
【図２１】正面パネル（イ）と背面パネル（ロ）、及び小幅天面パネル（ハ）の形状例を
示す正面図である。
【図２２】（イ）（ロ）は、網目パネルと隣接網目パネルの第一接合例を示す一部切欠側
面図である。
【図２３】（イ）（ロ）（ハ）は、網目パネルと隣接網目パネルの第二接合例を示す一部
切欠側面図である。
【図２４】（イ）（ロ）は、網目パネルと隣接網目パネルの第三接合例を示す一部切欠側
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明による金属製網目パネル構造物（以下、網目構造物Ｐとする。）の基本構造を説
明すると、網目構造物Ｐは、図１と図２の如くその大きさと形状、及び使用目的等に合わ
せて製作した金属製の網目パネル１と、収納物を出し入れするための開閉部パネル９とを
用いて立体的に組立構成するものである。
　網目構造物Ｐに使用する網目パネル１は、図３の如く薄肉鉄板２をプレス台に載せ、プ
レスパンチで外周部２ａを除いて抜穴２１を打ち抜き加工し、図４と図５（イ）の如く抜
穴２１の打ち抜きによる網目２２を備え、網目２２の外側を鉄板外周部２ａで取囲み、鉄
板外周部２ａが網目２２の額縁２３の如く成る。
　矩形状の網目パネル１における額縁２３は、図４の如く上額部１ａと下額部１ｂ、及び
前額部１ｃと後額部１ｄから成り、前後額部１ｃ、１ｄの側端を図６の如く非連結部３と
し、上下額部１ａ，１ｂの側端に隣接パネル１’に対する図５（イ）の如く連結部４を備
えるか、上下額部１ａ，１ｂと前後額部１ｃ、１ｄの全てに連結部４を備え、組立時に連
結部４を隣接パネル１’に接合し、その接合部を連結具７にて固定し、収納物の収容室Ｑ
を形成する。
【００２０】
　網目パネル１に穿設する抜穴２１の形状は、例えば菱形、矩形、台型、三角形、六角形
、円形、楕円等が好ましいが、網目４を形成し得るものであればその形状は自由であり、
網目４の形状は、抜穴２１の形状と配置によって定まる。即ち、抜穴２１を規則正しく一
定間隔で穿設すると、網目２２も規則的に形成し得る。
　網目パネル１の非連結部３は、図６（イ）の如く薄肉鉄板２の側端（切断面）の角部を
削り取った面取り３ａと、図６（ロ）の如く薄肉鉄板２の側端部を裏側に折り曲げた屈曲
片３ｂと、図６（ハ）の如く薄肉鉄板２の側端部を裏側に折り返した折返し片３ｃの何れ
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かである。
　連結部４は、図５（イ）の如く鉄板外周部２ａの先端より外側に突出した延長片４ａと
、図５（ロ）の如く鉄板外周部２ａの先端部から直角に連続する補強片４ｂの何れかであ
り、補強片４ｂは外周部幅ｓと略同幅で突出し、鉄板外周部２ａとでＬ字状のアングル６
を形成している。
　抜穴２１の打ち抜き加工時に、アングル６と連結部４の延長片４ａに、予め網目パネル
１を組立てる時に用いる連結孔２０を穿設しておくことが望ましい。
【００２１】
　本発明による網目構造物の第一実施形態を、基本形態と相違する点について説明すると
、第一実施形態の網目構造物Ｐは、図２の如く正方形又は矩形状を成す箱型網目構造物Ｐ
１である。
　箱型網目構造物Ｐ１を構成する網目パネル１として、天面パネル１１、底面パネル１２
、正面パネル１３、背面パネル１４、左側面パネル１５、右側面パネル１６を用いること
が可能であるが、具体的には、天面パネル１１又は正面パネル１３の代わりに開閉部パネ
ル９を用いる。
　開閉部パネル９は、図１の如く上横枠材９ａと下横枠材９ｂの左右に縦枠材９ｃ，９ｄ
を備えた矩形枠体９０において、その中間幅に縦枠材９ｃと平行する柱材９３を備え、柱
材９３の左右に開口部Ｈを各々形成している。
【００２２】
　上記箱型網目構造物Ｐ１の組立手順を示すと、先ず、底面パネル１２の左右に側面パネ
ル１５，１６を起立状態で付き合わせ、付き合わせ部を連結具７で仮止めし、左右の側面
パネル１５，１６を相対設し、相対設した側面パネル１５，１６の後側、即ち、後額部１
ｄ、１ｄ間に背面パネル１４を、また、上側、即ち、上額部１ａ，１ａ間に天面パネル１
１を接合し、各接合部を連結具７で仮止めし、前向きに開口する枡状体を構成する。
　次に、枡状体の前面、即ち、底面パネル１２と天面パネル１１の前縁間に開閉部パネル
９の上下横枠材９ａ，９ｂを連結具７で仮止めすると共に、開閉部パネル９の左右縦枠材
９ｃ，９ｄを左右側面パネル１５，１６の前額部１ｃ，１ｃに各々連結具７で仮止めし、
仮止めした各網目パネル１と開閉部パネル９の組立状態を微調整しながら連結具７を締付
け、これらを強く固定せしめ、前面に開口部Ｈを有する箱体Ｎを組立構成する。
　最後に、開閉部パネル９の開口部Ｈに網目パネル１から成る網目扉１０を蝶板（図示せ
ず。）を用いて開閉可能に取付け、略四角形の収容室Ｑを形成する。
【００２３】
　本発明による網目構造物の第二実施形態を第一実施形態と相違する点について説明すれ
ば、第二実施形態の網目構造物Ｐは、図７の如く前面を後方に向けて傾斜する台型網目構
造物Ｐ２である。
　この台型網目構造物Ｐ２には独自の小幅天面パネル１１ａと図８の如く台形側面パネル
１５ａ，１６ａを用いる。
　台形側面パネル１５ａ，１６ａは、上面幅ｒ１が下面幅ｒ２より１／２～１／４程度短
い短幅上額部１ａａを用い、その短幅上額部１ａａと下額部１ｂの前縁間に前額部１ｃを
傾斜状態で備え、側面視台形状を成すものである。
　小幅天面パネル１１ａは、台形側面パネル１５ａ，１６ａを構成する短幅上額部１ａａ
の上面幅ｒ１に合わせて形成するものである。
　次に、台型網目構造物Ｐ２の組立手順を示すと、前記第一実施形態と略同様であり、先
ず、底面パネル１２の左右に台形側面パネル１５ａ，１６ａを相対設し、これらを連結具
７で仮止めし、相対する台形側面パネル１５ａ，１６ａ間の裏側に背面パネル１４を、上
側に小幅天面パネル１１ａを仮止めした後、底面パネル１２と小幅天面パネル１１ａの前
縁間に開閉部パネル９の上下横枠材９ａ，９ｂを各々仮止めし、該開閉部パネル９の左右
縦枠材９ｃ，９ｄを台形側面パネル１５ａ，１６ａの傾斜状態にある前額部１ｃ，１ｃに
各々仮止めし、仮止めした各網目パネル１と開閉部パネル９の組立状態を微調整しながら
連結具７を締付け、それらを強く固定する。
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　最後に、正面より後方向きに傾斜する開閉部パネル９の開口部Ｈに蝶板を用いて網目扉
１０を開閉可能に取付ける。
【００２４】
　本発明による網目構造物の第三実施形態を第二施形態と相違する点について説明すれば
、第三実施形態の網目構造物Ｐは、図９と図１０の如く上部前方を斜めに切落した切欠型
網目構造物Ｐ３である。
　この切欠型網目構造物Ｐ３には、独自の小幅天面パネル１１ａと小幅正面パネル１３ａ
、及び図１１の如く切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂとを用いる。
　切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂは、上額部１ａに上面幅ｒ１が下面幅ｒ２より１／２～
１／４程度短い短幅上額部１ａａを、前額部１ｃに後額部１ｄのパネル高さＴより１／４
～３／４程度低い短前額部１ｃｃを用い、短幅上額部１ａａの前縁と短前額部１ｃｃの上
縁間に傾斜額部１ｅを備え、上部前方を斜めに切落した如く形状を成すものである。
　小幅天面パネル１１ａは、第三実施形態と同様であるから説明を省略する。小幅正面パ
ネル１３ａは、短前額部１ｃｃの高さに応じて形成するものである。
　次に、切欠型網目構造物Ｐ３の組立手順を示すと、前記第二実施形態と略同様であるが
、先ず、底面パネル１２の左右に切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂを相対設し、これらを連
結具７で仮止めし、相対する切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂ間の後側に背面パネル１４を
、短幅上額部１ａａ，１ａａ間に小幅天面パネル１１ａを、短前額部１ｃｃ、１ｃｃ間に
小幅正面パネル１３ａを仮止めし、小幅正面パネル１３ａの上縁と小幅天面パネル１１ａ
の前縁間に開閉部パネル９の上下横枠材９ａ，９ｂを、該開閉部パネル９の左右縦枠材９
ｃ，９ｄを切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂの傾斜額部１ｅ，１ｅに仮止めし、小幅天面パ
ネル１１ａと小幅正面パネル１３ａの間に開放口Ｗを形成し、該開放口Ｗに開閉部パネル
９を仮止めし、仮止めした各網目パネル１と開閉部パネル９の組立状態を微調整しながら
連結具７を締付け、それらを固定する。
【００２５】
　本発明による網目構造物の第四実施形態を、第一～第三実施形態と相違する点について
説明すると、第四実施形態の網目構造物Ｐは、図１０の如く収容室Ｑを設置面（床面や地
面）より上方に位置せしめ、収容室Ｑの下側に通気路Ｕを形成する底上げ型網目構造物Ｐ
４である。
　この底上げ型網目構造物Ｐ４には、台型網目構造物Ｐ２に用いる台形側面パネル１５ａ
，１６ａの連結部４を構成するアングル６を図１２（イ）の如く下方に延長して脚部２６
と成すか、又は切欠型網目構造物Ｐ３に用いる切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂの連結部４
を構成するアングル６を図１２（ロ）の如く下方に延長して脚部２６と成すか、別途アン
グル材３６を溶接して脚部２６と成し、脚部２６の下端に接地板２７を備える。
　具体的には、図１３（イ）の如くアングル６を形成する補強片４ｂを外周部２ａより外
周部幅ｓに合わせて延長し、その延長部６ｃを水平状態まで折り曲げるか、反対に図１３
（ロ）の如くアングル６を形成する外周部２ａを補強片４ｂより外周部幅ｓに合わせて延
長し、その延長部６ｃを水平状態まで折り曲げて接地板２７を備えるものである。
　左右側面パネル１５，１６や正背面パネル１３，１４のアングル６を下方に延長して脚
部２６と成すことも可能である。
　本願の底上げ型網目構造物Ｐ４を床面等に設置すれば、底面パネル１２を床面から浮上
せしめ、底面パネル１２と床面の間に通気路Ｕを形成し得るので、水切を必要とする塵箱
等の収納に有利である。
【００２６】
　本発明による網目構造物の第五実施形態を、第一～第四実施形態と相違する点について
説明すると、第五実施形態の網目構造物Ｐは、網目パネル１の任意位置に図１４の如く補
強部５を備える点にある。
　補強部５は、図１４（イ）の如く鉄板外周部２ａの相対向する間の適宜幅に対する抜穴
２１の打ち抜きを省いて、即ち、薄肉鉄板２の切残しにて設ける帯状部５ａと、鉄板外周
部２ａと帯状部５ａの一部に、図１４（ロ）の如く凹凸加工して設ける突条リブ５ｂから
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成る。
　この補強部５は、パネル高さＴやパネル長さＬが３０ｃｍ～２００ｃｍの網目パネル１
、特に耐久力を必要とする網目パネル１に備えることで、網目パネル１における変形防止
と耐久力の向上に貢献する。
【００２７】
　本発明による網目構造物の第六実施形態を、第一～五実施形態と相違する点について説
明すると、第六実施形態の網目構造物Ｐは、図１５の如く網目パネル１の額縁２３を除く
網目２２の形成範囲に表示部８を備えるもので、表示部８は、薄肉鉄板２の切残し部、即
ち、抜穴２１の穿設を省いて設ける。
　表示部８として、文字や図形、或いはキャラクター等、その表現は自由であるので、網
目構造物Ｐの所有者、管理者等を表すこともできるし、網目構造物Ｐの使用目的、製造年
月日等も自由に表現できる。但し、網目パネル１の耐久力に悪影響を与えないように備え
ることが望ましい。
　本発明の網目構造物Ｐに用いる網目パネル１の総て（網目扉１０を含む。）と、開閉部
パネル９に防錆加工、例えば塗料の吹きつけ、塗料層へのどぶ付け、或いは電気メッキ等
を施している。
【００２８】
　本発明による網目構造物の第七実施形態を、第一乃至第六実施形態と相違する点につい
て説明すると、第七実施形態の網目構造物Ｐは、主に台型網目構造物Ｐ２や切欠型網目構
造物Ｐ３、或は底上げ型網目構造物Ｐ４の上側に金属製板パネル３０を備える野外用網目
構造物Ｐ５（図示せず。）である。
　野外用網目構造物Ｐ５に用いる金属製板パネル３０は、図１６（イ）（ロ）の如く小幅
天面パネル１１ａの大きさに合わせて形成し、小幅天面パネル１１ａの上に重ね、該パネ
ル１１ａと共に固定する。
　金属製板パネル３０は、網目パネル１における網目４の形成を除いた薄肉鉄板２、或い
はアルミ板、ステンレス板等から成り、小幅網目パネル１１ａに対する固定部３１を備え
、該固定部３１に網目パネル連結部４の連結孔２０に連通する貫通孔３２を備え、該貫通
孔３２を連結部４の連結孔２０と連通し、連結具７にて取付けるものである。
　小幅天面パネル１１ａを備えた台型網目構造物Ｐ２にあっては、少なくとも小幅天面パ
ネル１１ａの上に金属製板パネル３０を備え、小幅天面パネル１１ａと斜面パネル１７を
備えた切欠型網目構造物Ｐ３にあっては、小幅天面パネル１１ａと斜面パネル１７に跨っ
て金属製板パネル３０を備えることが望ましい。
　また、金属製板パネル３０を底面パネル１２の変わりに用いることも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　開閉部パネル９の形状、並びに開口部Ｈ，ｈと網目扉１０の形状及び大きさは、実施例
に限定されるものではなく、網目構造物Ｐの目的に応じて変更可能である。
　例えば、パネル長さＬが５０ｃｍ～１５０ｃｍ程度の開閉部パネル９にあっては、図１
７（イ）の如く矩形枠体９０の中間部に柱材９３を取付け、該柱材９３と左右縦枠材９ｃ
，ｄの間に開口部Ｈを形成するか、パネル長さＬが１００ｃｍ～３００ｃｍ程度の開閉部
パネル９にあっては、図１７（ロ）の如く矩形枠体９０の上横枠材９ａと下横枠材９ｂの
間に数本の柱材９３を適宜間隔で取付け、左右の柱材９３，９３間に開口部Ｈを、柱材９
３と左縦枠材９ｃの間、及び柱材９３と右縦枠材９ｄの間に小開口部ｈを各々形成する。
　開閉部パネル９は、上記の如く矩形枠体９０に限定されるものではなく、左右に袖パネ
ル１９を備えた袖付き枠体９１と、左右に袖空間Ｋを備えた袖開放枠体９２を選択的に用
いることも可能である。
　袖付き枠体９１に用いる袖パネル１９は、網目パネル１と略同様の構造であるが、図２
０（イ）（ロ）の如く少なくとも網目２２の左右にアングル６を備え、一方側アングル６
の補強片４ｂの延長側縁に開口部Ｈに向けて突出する当接片９ｅを備え、柱材９３の代わ
りを成す。
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　枠体９０を構成する上下横枠材９ａ，９ｂと左右縦枠材９ｃ，９ｄは、溝型材の開口側
の一端から外側に当接片９ｅを突設し、該当接片９ｅを開口部Ｈに向けて組立て、柱材９
３は、リップ溝型材のリップを開口部Ｈに向けて組立て、当接片９ｅによって網目扉１０
の閉鎖を制限する。
【００３０】
　袖付き枠体９１は、図１７（ハ）と図１８（イ）の如く上下横枠材９ａ，９ｂの左右に
袖パネル１９，１９を備え、袖パネル１９，１９間に開口部Ｈを備えたり、図１８（ロ）
の如く左右の袖パネル１９，１９間の中間高さに横桟９４を取付け、横桟９４の上下に小
開口部ｈを形成する。
　袖開放枠体９２は、図１９（イ）の如く上下横枠材９ａ，９ｂの中間部に二本の柱材９
３，９３を直立し、左右の柱材９３，９３間に開口部Ｈを、左柱材９３の左側と右柱材９
３の右側に袖空間Ｋを備えたり、パネル高さＴが６０ｃｍ～２００ｃｍの開閉部パネル９
にあっては、図１９（ロ）の如く左右の柱材９３，９３の任意高さに上下横枠材９ａ，９
ｂと平行する横桟９４を取付け、横桟９４の上下に開口部Ｈを形成したり、更に、横桟９
４と上横枠材９ａの間に縦桟９５を取付け、縦桟９５の左右に小開口部ｈを分割し、袖空
間Ｋに袖パネル１９を各々取付ける。
【００３１】
　本発明の網目パネル１は、上記実施例の網目構造物Ｐに用いることに限定されるもので
はなく、例えば、土地の境界に設ける柵、工事現場におけるバリケードとしても使用でき
るし、動物用の柵としても使用できる。
　正面パネル１３として、図２１（イ）の如く左右に網目２２，２２を備え、その網目２
２，２２間に開口部Ｈを備えることも可能である。またパネル長さＬが長尺の背面パネル
１４と小幅天面パネル１１ａにあっては、図２１（ロ）（ハ）の如く網目２２の一部に補
強部５を備えることも可能である。
　薄肉鉄板２の板厚さｔとして採用しえる範囲は０．３ｍｍ～３０ｍｍ、望ましい範囲は
０．４ｍｍ～１４ｍｍ、最適な範囲は０．５ｍｍ～１０ｍｍである。
　網目扉１０は、開口部Ｈや小開口部ｈに合わせて形成し、主に蝶板を用いて揺動式或い
は観音開き式、或いはスライド式に備えるが、開口部Ｈ及び小開口部ｈを開閉し得る手段
であれば自由である。
【００３２】
　網目パネル１と隣接パネル１’の固定に用いる連結具７として、図２２の如く周知のボ
ルト７ａとナット７ｂを用いるが、網目パネル１の連結部４と隣接パネル１'の接合部を
固定し得るものであれば自由である。即ち、溶接を用いて一体化することも可能である。
　網目パネル１と隣接パネル１’の第一接合例として、図２２（イ）（ロ）の如く網目パ
ネル１の連結部４（延長片４ａ）に対し、隣接パネル１’の連結部４（アングル６の補強
片４ｂ）を重なるようにし、且つ延長片４ａと補強片４ｂに穿設した連結孔２０を連通す
るようにせしめ、連結孔２０の一方側から他方側に向けて連結具７のボルト７ａを挿入し
、連結孔２０より露出してボルト７ａにナット７ｂを螺入して固定する。
　網目パネル１と隣接パネル１’の第二接合例として、図２３（イ）（ロ）の如く網目パ
ネル１の連結部４（アングル６）と隣接パネル１’の連結部４（アングル６’）を重なる
ようにし、且つアングル６とアングル６’に穿設した連結孔２０を連通するようにせしめ
、連結孔２０の一方側から他方側に向けて連結具７のボルト７ａを挿入し、図２３（ハ）
の如く連結孔２０より露出してボルト７ａにナット７ｂを螺入して固定する。
　網目パネル１と隣接パネル１’の第三接合例として、図２４（イ）の如く隣接パネル１
’のアングル６’の補強片４ｂの先端部に折返しを備えておき、そのアングル６’に対し
網目パネル１のアングル６を接合し、アングル６の補強片４ｂとアングル６’の外周部２
ａに穿設した連結孔２０を連通するようにせしめ、連結具７を用いて固定するか、図２４
（ロ）の如くアングル６の補強片４ｂとアングル６’の補強片４ｂの折返しに穿設した連
結孔２０を利用し、連結具７を用いて固定する。
【００３３】
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　本発明による網目構造物の組立手順は、前記実施例に限定されるものではなく、第一実
施形態の箱型網目構造物Ｐ１として、先ず背面パネル１４を床面に置き、その左右に側面
パネル１５，１６を接合し、その接合部を連結具７にて仮固定し、次いで相対設した側面
パネル１５，１６間の前側に底面パネル１２を、後側に天面パネル１１を接合し、その接
合部を連結具７にて仮固定し、上向きに開口する枡状体を構成した後、枡状体の開口側を
前方向きとなるように起立せしめ、左右の側面パネル１５，１６の開口側に開閉部パネル
９を接合し、その接合部を仮固定し、仮固定状態にある開閉部パネル９と各網目パネル１
のずれ等を調整しながら連結具７を締付け、収容室Ｑを備えた網目構造物Ｐを強固に組立
て得る。
　最後に、開閉部パネル９の上開口部Ｈに網目扉１０を開閉自在に取付け、網目構造物Ｐ
の組立構成を完了する。
　第二実施形態の台型網目構造物Ｐ２にける組立て手順も、箱型網目構造物Ｐ１と同様の
手順で組立て得る。
【００３４】
　第三実施形態における切欠型網目構造物Ｐ３の組立手順は、前記実施例に限定されるも
のではなく、先ず、底面パネル１２の左右に切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂを相対設し、
これらを連結具７で仮止めし、相対する切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂ間の背面側に背面
パネル１４を、上側に小幅天面パネル１１ａを仮止めした後、正面側の短前額部１ｃｃ，
１ｃｃ間に開閉部パネル９を仮止めし、仮止めした開閉部パネル９と各網目パネル１の組
立状態を微調整しながら連結具７を締付け、開閉部パネル９の開口部Ｈに網目扉１０を開
閉可能に備えれば、開閉部パネル９と小幅天面パネル１１ａの前縁間に開放口Ｗが形成さ
れる。この開放口Ｗに斜面パネル１７を取付けるか、網目扉１０を開閉可能に備えること
も可能である。
　切欠型網目構造物Ｐ３において、相対する切欠側面パネル１５ｂ，１６ｂの短前額部１
ｃｃ、１ｃｃ間に開閉部パネル９を仮止めし、開閉部パネル９と小幅天面パネル１１ａの
間に開放口Ｗを形成し、該開放口Ｗに斜面パネル１７と網目扉１０の少なくとも一方を備
えることも可能である。
　更に、切欠型網目構造物Ｐ３において、パネル長さＬを２～５割程度長くすることも可
能である。
　尚、抜穴２１の打ち抜きにて発生した切断片は、回収して溶解し、再利用する。
【符号の説明】
【００３５】
　１　金属製網目パネル（網目パネル）、１’　隣接パネル
　　１ａ　上額部、１ａａ　短幅上額部、１ｂ　下額部
　　１ｃ　前額部、１ｃｃ　短前額部、１ｄ　後額部、１ｅ　傾斜額部
　　１１　天面パネル、１１ａ　小幅天面パネル、１２　底面パネル
　　１３　正面パネル、１３ａ　小幅正面パネル、１４　背面パネル
　　１５，１６　側面パネル、１７　斜面パネル、１８　接地用パネル、１９　袖パネル
　　１５ａ，１６ａ　台形側面パネル、１５ｂ，１６ｂ　切欠側面パネル
　２　薄肉鉄板、２ａ　鉄板外周部（外周部）
　２０　連結孔、２１　透穴、２２　網目、２３　額縁
　３　非連結部、３ａ　面取り、３ｂ　屈曲片、３ｃ　折返し片
　４　連結部、４ａ　延長片、４ｂ　補強片
　５　補強部、５ａ　帯状部、５ｂ　突条リブ
　６，６’　　アングル、６ｃ　延長部
　２６　脚部、２７　接地板、３６　アングル材
　７　連結具、７ａ　ボルト、７ｂ　ナット
　８　表示部
　　９　開閉部パネル
　９０　矩形枠体、９１　袖付き枠体、９２　袖開放枠体
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　９３　柱材、９４　横桟、９５　縦桟
　９ａ　上横枠材、９ｂ　下横枠材、９ｃ　左縦枠材、９ｄ　右縦枠材、９ｅ　当接片
　　１０　網目扉
　　３０　金属製板パネル、３１　固定部、３２　貫通孔
 
　Ｎ　箱体、Ｋ　袖空間、Ｗ　開放口
　Ｑ　収容室、Ｕ　通気路
　Ｈ　開口部、ｈ　小開口部
　Ｐ　金属製網目パネル構造物（網目構造物）、Ｐ１　箱型網目構造物
　Ｐ２　台型網目構造物、Ｐ３　切欠型網目構造物、Ｐ４　底上げ型網目構造物
　Ｐ５　野外用網目構造物
　ｓ　外周部幅、ｒ１　上面幅、ｒ２　下面幅
　ｔ＝鉄板厚さ
　Ｔ＝パネル高さ、Ｌ＝パネル長さ
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